
　高齢者、障害者の方の外出支援と経済的負担の軽減のため、タクシーを利用した場合のタクシー料金の一部を
助成します。
助成対象者（※申請時点において次の条件を全て満たす方）
【高齢者の方】
　・満８０歳以上の方
　・要介護、要支援の認定をお持ちの方
　・市民税非課税世帯に属している方
　・在宅の方
　在宅の方とは･･･病院に入院していない方、養護老人ホーム、特別養護老人ホーム、軽費老人ホーム、有料老人ホーム、老人保健施設、介護療養型

医療施設、グループホーム、サービス付高齢者住宅、生活支援ハウス、障害者支援施設等に入所および入居していない方です。

【障害者の方】
　・身体障害者手帳、精神障害者保健福祉手帳の１級または療育手帳のⒶの手帳をお持ちの方
　・市民税非課税世帯に属している方
　・自動車税および軽自動車税の減免を受けていない方
　・在宅の方

○高齢者、障害者の両方の助成の対象となる場合は、どちらか一方の助成のみとなります。
助成内容（高齢者、障害者共通）　１枚あたり、５００円の助成券１６枚を交付
申請方法
　長寿障害福祉課、生活環境課、津田・大川・寒川支所にある申請書もしくはホームページからダウンロードし、必要事項を記
入し提出してください。
申請の際に必要なもの

提出先　長寿障害福祉課、生活環境課、津田・大川・寒川支所
助成券の交付方法
　申請書を提出後、後日決定通知を申請者本人に送付します。
　通知書が届きましたら、通知書に記載している交付場所（申請した窓口）までお越しください。
助成券の利用方法
　助成券に記載しているタクシー事業所のタクシーを利用する際、１回の乗車につき１枚の利用が可能です。（助成券を所持して
いる方が複数人同乗しても、１回の乗車に利用できるのは１枚です。）
　介護保険の訪問介護として利用するタクシー（いわゆる介護タクシー）に乗車する場合は、助成券は使用できません。
　その他、利用方法の詳細については、助成券交付時にお渡しするチラシをご覧ください。

　　　　（4月・6月・8月）
　平成30年度介護保険料は本人および世帯員の平成30年度市町村民税課税状況や前年所得等をもとに算定されますが、賦
課期日（平成30年4月1日）現在において、平成30年度市町村民税額等が決定していないため、平成29年度の所得段階をも
とに算定した保険料額を仮に年金天引きさせていただきます。　

　　　　（10月・12月・2月）
　平成30年度介護保険料額から仮徴収額を引いた額を3回に分けて年金天引きさせていただきます。

　なお、平成30年度介護保険料額については、平成30年7月上旬にお知らせ予定です。

【平成29年度】
　H30.　2

【平成30年度】
　H30.　4

　H30.　6

　H30.　8

　H30.10

　H30.12

　H31.　2

【特別徴収（年金天引き）対象者】

　平成２９年４月１日から「高齢者の医療の確保に関する法律施行令」の一部改正等に伴い、後期高齢者医療制度の保険料の軽減
特例が引き続き見直されています。
　今回の制度改正では、制度が発足したときから実施されている激変緩和措置として保険料軽減特例が、世代間・世代内の負担の
公平化を図り後期高齢者医療制度の持続性を高めるために、被保険者のみなさんの負担能力に応じた負担を求める観点から今年
度も引き続き見直されているものです。

●保険料の計算方法
　全員が等しく負担する「均等割額」と、所得に応じて決まる
「所得割額」の合計額からなり、被保険者が個々に納めます。
保険料率は県内すべての市町で同じです。
　保険料の計算の基となる「均等割額」と「所得割額」は、平
成２９年度と同じです。なお、個人ごとの保険料額は、７月中旬
に送付する保険料額決定通知書でお知らせします。

●保険料の軽減
　均等割額の軽減
　世帯の被保険者全員と世帯主の総所得金額などの合計額で
軽減割合を判定します。
　【平成３０年度から５割軽減と２割軽減の判定基準が緩和
されました。】

　※賦課期日（４月１日）の世帯状況で判定します。
　※６５歳以上の方は、公的年金所得について最大１５万円を

控除します。
　※保険料の上限額は、５７万円から６２万円に変更されま
した。

■所得割額の軽減
　総所得金額などから基礎控除額３３万円を差し引いた額が５８万円以下の方は、所得割額が２割軽減（特例の軽減措置）が適用
されていましたが、平成３０年度から本来の軽減措置に戻します。　

■被扶養者であった方の軽減
　被保険者の資格を取得した日の前日に被用者保険の被扶養者であった方は、所得割額の負担はなく、均等割額が５割軽減(★３)
されます。★３　７割軽減から５割軽減に変更
　なお、世帯の所得が低い元被扶養者の方には、「均等割」の軽減措置（世帯の所得によって、８.５割軽減または９割軽減）の対象
となる方もいます。

【納付について】
仮徴収（公的年金からの引き落とし）の対象の方
　平成３０年４月の公的年金からの引き落とし額（いわゆる天引き）は、平成３０年２月引き落とし分と同額になります。ただ
し、（平成３０年２月に引き落としされていない方）につきましては、平成２８年中の所得を基に仮計算された保険料の１／６
相当の額が引き落としされます。さらに、平成３０年度の保険料額が確定後、１０月以降の引き落とし分で残りの保険料額の
調整が行われます。

仮徴収の対象外の方
　平成３０年６月に保険料が確定後、平成３０年７月から納付書または口座振替による納付が始まります。その後、公的年金か
らの引き落とし（いわゆる天引き）に移行できる方については、１０月からの引き落としが始まります。
　※保険料の納付方法が公的年金からの引き落としの方で、口座振替による納付に変更をご希望の方は、市町担当窓口までお

申し出ください。なお、公的年金からの引き落としから納付書による保険料の納付への変更はできません。

　被保険者のみなさんには、ご負担をお掛けしますが、ご理解をいただきますようお願いします。

【問】香川県後期高齢者医療広域連合　☎(087)811-1866　国保・健康課　☎(0879)52-2514

　葬祭費の支給金額が変わります。
　平成３０年４月１日から葬祭費の支給金額を見直し、５万円
から３万円に改定します。

後期高齢者医療制度からのお知らせ

介 護 保 険 料 の 特 別 徴 収（ 年 金 天 引き）について

後期高齢者医療制度　保険料一部改正のお知らせ（平成３０年度）

支給金額　５万円 支給金額　３万円

★１　２７万円から２７.５万円に変更　　★２　４９万円から５０万円に変更

保険料
（年額）

均等割額 47,300円

所得割額
基礎控除後の
総所得金額等

所得割率
9.26％

＝
＋

×

軽減割合

９割

総所得金額等の合計額が下記に該当する世帯

３３万円以下で被保険者全員が
年金収入８０万円以下(その他所得がない場合)

8.5割 ３３万円以下で９割軽減に該当しない

5割 ３３万円＋(２７.５万円（★１）×世帯の被保険者数)以下

2割 ３３万円＋(５０万円（★２）×世帯の被保険者)以下

仮徴収

仮徴収
平成30年2月と同額 または平成29年度
所得段階をもとに算定された保険料額

○平成30年2月に特別徴収（年金天引き）された方

○平成30年度から新たに特別徴収（年金天引き）が
開始される方

 ・平成29年度中に65歳になられた方
 ・平成29年度中にさぬき市に転入された方

等

仮徴収

仮徴収

本徴収

本徴収

本徴収 （平成30年度介護保険料額-仮徴収額）/3

（平成30年度介護保険料額-仮徴収額）/3

（平成30年度介護保険料額-仮徴収額）/3

本徴収

本徴収 【問】介護保険課　☎（0879）52-2519

平成３０年度 高齢者・障害者の方に対するタクシー助成制度
（平成３０年度分の申請受付は、４月１日からとなります。）

【問】長寿障害福祉課　☎（0879）52-2516

【問】香川県後期高齢者医療広域連合　☎(087)811-1866

平成３０年３月３１日まで
に亡くなられた被保険者

平成３０年４月１日以降に
亡くなられた被保険者

高
齢
者
障
害
者

本人が申請に来られる場合 代理人の方が申請に来られる場合

・本人の介護保険被保険者証
・本人の印鑑

・本人の介護保険被保険者証　　　　　・代理人の方の印鑑
・代理人の方の本人確認ができるもの　・委任状（申請書と兼ねています）

・本人の手帳　・本人の印鑑
・本人の手帳　　　　　　　　　　　　・代理人の方の印鑑
・代理人の方の本人確認ができるもの　・委任状（申請書と兼ねています）

介護
高齢者
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